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  １．開  会  
○事務局（志賀） 皆さん、こんばんは。  
 本日も、お忙しい中をお集まりいただき、ありがとうございます。  
 １９年に入りまして初めての協議会ということで、今年もまたよろしくお願いした

いと思います。  
 三浦委員が、本日、相談業務当番の日で、今終わってこちらに向かっているところ

ですので、間もなくいらっしゃいます。あと、西井委員から、先ほどお電話が入りま

して、作業所の方が倒れて、今一緒に病院に走っているということです｡途中でいらっ

しゃる可能性もあります。  
 それでは、改めまして、本日、これより札幌市民活動サポートセンター事業運営協

議会を開催させていただきます。  
 議事に入りますまで、司会を努めさせていただきます、志賀です。よろしくお願い

いたします。  
 

２．財団法人札幌市青少年女性活動協会常務理事あいさつ  
○事務局（志賀） それでは、開会に当たりまして、市民活動サポートセンター指定

管理者として管理運営を行っています財団法人札幌市青少年女性活動協会常務理事の

橋本よりごあいさつ申し上げます。  
○橋本常務 皆さん、こんばんは。  
 きょうは、また、いろいろお忙しいところをご出席いただきまして、ありがとうご

ざいます。  
 年も改まりましたけれども、本年もどうかよろしくお願い申し上げます。  
 昨年から指定管理者としてやっておりまして、ほぼ１年たちますが、この間、若干

の戸惑いも覚えながら、委員の皆様方のご意見等をいただきながら運営をしてまいり

ました。  
 平成１９年度の運営につきまして、本日もご相談をさせていただきますけれども、

この約１年間の経験等も踏まえながら、また一層、市民活動サポートセンターが市民

活動の拠点として、その効用を高めるために一層努力をしてまいりたいと思っており

ます。  
 本日は、次第にもございますとおり、平成１８年度の事業の報告とともに、主に平

成１９年度の事業計画についてお示しをしているところでございます。どうか忌憚の

ないご意見等をお聞かせいただきたいと思っております。  
 あわせて、ご承知のとおり、事務ブースの使用期間が満了になる段階でもございま

すので、新たに選考していく必要がございます。その選考委員についてもご相談をさ

せていただきたいと思いますので、どうかよろしくお願いをいたします。  
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○事務局（志賀） それでは、本日の議事に移ります前に、いつもの会議のように、

本日も傍聴席を用意させていただいております。また、サポートセンターのホームペ

ージ等で議事録等を公開するということで、皆様の前にマイクをご用意させていただ

いていますので、ご協力のほどをよろしくお願いいたします。  
 

３．議  事  
○事務局（志賀） それでは、早速ですが、ここから座長の方にお願いいたします。

よろしくお願いします。  
○杉岡座長 皆さん、こんばんは。  
 本年もよろしくお願いいたします。  
 実は３日前から風邪をこじらせまして、きょう、ついに病院にも行きましたが、呼

吸するとせきが出るという厄介な症状なのです。気管支炎ということですが、しゃべ

らないようにしようと思いつつ、司会進行でしゃべらざるを得ないのですけれども、

非常に聞きづらく、いつもように調子が出ないのではないかと思うのです。もしうま

くいかなくなったらどなたかに変わっていただこうと思っていますので、よろしくお

願いいたします。  
 お手元の議事次第の内容については、一通り目を通していただいたかと思います。

四つの項目が記載されておりまして、一つは、前回の会議の後、３月までの事業展開

についてどうなるのかということ、二つ目は、１８年度の総括的な運営状況です。先

ほど常務理事の橋本さんからお話がありましたけれども、約１年、運営されてきてど

うだったかということをお話しいただきます。それから、三つ目は、検討課題であり

ます１９年度の事業計画について議論をし、また、事務ブースの使用団体選考委員の

推薦についても打ち合わせが必要だということで柱に立ててあります。  
 それでは、１８年度のことについて、（１）（２）の二つをセットで説明いただきた

いと思います。  
 よろしくお願いいたします。  
○事務局（岡本主査） それでは、私、岡本の方から事業の概要についてお知らせい

たします。  
 まず、前回の運営協議会の後、どんな事業が実施されているのかという報告を差し

上げたいと思います。  
皆さんのお手元には、チラシの資料をご用意いたしました。一つが年度末に役立つ会

計講座を実施しております。これは本日開講で、春に実施しました会計講座の応用編

ということで、既に会計処理などをしている市民活動団体の担当者の方などが多く参

加していただいているようですけれども、年度末の会計処理に焦点を当てまして、２

回の講座をきょうからスタートしております。講師は、税理士の砂野さんという方に
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依頼して実施しております。  
 もう一つの事業は、「しみさぽカフェ」というものです。市民活動団体が自分の活動

をアピールする場とか、実際に具体的に何かをして見せることができるところもあれ

ば、掲示したものを見ていただくというコーナーも用意いたしました。  
 団体活動を体験していただくスペースでは、今まだ応募を受け付けている最中です

ので具体的には決まっておりませんけれども、会場をこちらの会議室または以前に協

議会を実施した会議室１・２を使い、団体活動で体験コーナーを催していただくスペ

ースです。  
 サポートセンターかわら版というイベント情報などを提示できるコーナーは、エレ

ベーターの向かい側の交流広場で実施する予定になっています。  
 それ以外に、団体紹介パネル展は、団体がどんな活動をしていいのかということを

見ていただく掲示板の設置です。  
 また、団体紹介パワーポイントというものは、市民活動サポートセンターの入り口

のところで見本を見ていただいているところですけれども、団体の紹介をパワーポイ

ントで試しにつくってみるということを体験コーナーとして実施する予定です。これ

は、障がい者の方の就労を目指しているＮＰＯ法人リッシュの方の協力を得て実施す

る予定です。  
 それから、真ん中に自分だけの名刺をつくろうというコーナーがあります。これは、

札幌シニアネットさんの協力をいただきまして、オリジナルの名刺をつくり、その場

に来ていただいた方々と名刺交換をすることをやってみようと考えております。  
 また、せっかくしみさぽカフェという名前がついていますので、お茶とお菓子をい

ただきながらの交流を考えておりまして、日本茶インストラクター協会北海道支部の

方とおきなわ工房さんのご協力をいただきまして、ここでお茶とお菓子を提供するこ

とを考えております。  
 見るだけのものもあり、体験してみるものもありということで、わいわいとにぎや

かなイベントになればいいかなというふうに考えております。  
 前回の協議会の後の事業としては、あまり間があいていないものですから、この二

つの企画が進行しているといったところです。１８年度の事業につきましては、しみ

さぽカフェを最終といたしまして、事業の方は大体終了するような形になります。あ

とは、日常の方で行っている情報提供や市民活動相談といったものが継続して行う形

になっております。  
 実施講座などの事業の説明は、以上で終わらせていただきます。  
 続きまして、運営の方のご報告をさせていただきます。  
○事務局（志賀） それでは、お送りしました資料の方で、全体の統計資料等を含め

て出しております。先ほどと同じように１１月から１２月の分までとなります。前回、
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パーセンテージなどいろいろ話が出ていますので、若干、手を加えさせていただいて

おります。  
 お送りした資料の１ページですが、エルプラザ公共４施設の利用状況です。  
 １２月までの累計と、１７年度も同じように１２月までの比較ということで出して

おります。ただ、前年度までの統計がすべて同じ要件でやっていないものですから、

見方として若干違うところもありますが、人数等は比較していただけるような形にな

っています。  
 その中で、上から三つ目が市民活動サポートセンターになっております。利用の人

数その他で単純に比較すると増えてご利用いただいているのかなと思います。ただ、

視察、見学などはちょっと数が減っている状況です。公共４施設全体についても下の

方にまとめてありますので、ごらんいただきたいと思います。  
 続きまして、２ページは、特定利用施設ですが、こちらが登録団体に向けた施設の

利用状況です。一番上に会議コーナー１・２となっておりますが、これが市民活動サ

ポートセンターの中にあります会議コーナーの利用率です。その後、男女共同参画研

究室、消費者サロン、ミーティングルームは、それぞれの登録団体が使え、かつ、前

回話題になりました相互利用ですが、２日前からお使いいただけるというお部屋の相

互利用の件数ということで、それぞれ分けて入れさせてもらっています。会議コーナ

ーでいきますと、およそ８２％の利用率であります。１７年度総利用件数で単純に比

較すると２８件増で、微増ながら、ほとんど毎日のように入っているという状況だと

いうことを報告しておきます。  
 ３ページ目にいきまして、これも、前回同様、各活動団体登録数を集計して１２月

までの累計となっています。毎月、環境とか消費者活動なども一つ、二つと少しずつ

ふえていっています。  
 続きまして、４ページですが、市民活動サポートセンターの方にあります作業室で、

印刷機、コピー等の利用状況です。１２月は、それぞれ忙しい状況なのか、印刷機で

いくと、数的に枚数などが減っておりますが、１月に入ってちょっと落ちついてきて、

最近はまたふえてきております。  
 続きまして、５ページになります。  
 相談の件数で、１２月利用も入れております。１１月、１２月と大体同じくらいの

数で、三十七、八件という状況になっております。  
 今、１２月までの数が出ている状況ですが、前回も利用率などの話が出ております

ので、この表などを参考にしてみていただければと思います。  
 運営状況ということでは以上になります。  
○杉岡座長 それでは、今、二つの報告につきまして、何かお気づきの点があればご

質問、ご意見をお願いしたいと思います。  



 6 

 よろしいでしょうか。  
（「なし」と発言する者あり）  
○杉岡座長 それでは、きょうのメインのテーマは検討課題の方ですので、早速、検

討課題の方をお願いしたいと思います。  
 事務局から、事業内容等の説明をお願いします。  
○事務局（岡本主査） それでは、再び、私の方から説明をさせていただきます。  
 皆さん、お手元の資料７ページをごらんください。  
 １９年度に実施いたします市民活動サポートセンターの事業を並べております。こ

ちらの方は、機能別になっておりまして、左肩にあるように、情報収集提供機能から

順に書いております。  
 ここのところで、継続するものとしまして、情報誌の発行、「みんなのしみサポ」を

毎回５，０００部で年３回の発行を継続していこうと考えております。同じく、メー

ルマガジンの発行、そしてホームページの更新と、掲示・情報提供はポスターの提示

や閲覧できる資料を並べるという事業になっております。  
 右側に新規と書いてあるものがその後に二つ続きます。  
まず、新しいものとしては、しみさぽ出張所というものを考えます。これは、市内で

いろいろなイベントがありますけれども、そちらのイベントに出向きまして、市民活

動サポートセンターのコーナーを設置し、サポートセンターで様々な団体がいろいろ

な活動をしている、情報もたくさんあるというようなものを、パネルなどで市民の方々

に見ていただこうかなと思っております。市民活動サポートセンターの中だけではな

く、ほかのところに出ていくといったことを考えております。  
 こちらは、予定では、職員が資料などを持って出向く形で考えておりますけれども、

市民活動をされている方で都合のいい方などがいれば、そこで一緒にＰＲをすること

も考えていきたいと思っております。  
 ８ページに参りまして、登録団体の冊子の作成ということも考えております。これ

は、前回の協議会で紙媒体での情報も重要ではないかというご意見がありました。イ

ンターネットでは検索できるけれども、紙で一覧で見られるものはないものですから、

印刷もそんなに立派なものではないかもしれませんが、こういったものを作成してい

こうと考えております。  
 続きまして、相談機能です。  
 相談機能は、継続し札幌パブリックサポートネットワークと協働で活動相談をして

いきます。時間帯、曜日は据え置きと考えております。相談員との情報交換なども交

えて、研修などもしていきたいと考えております。  
 次に、研修学習機能に入ります。  
 研修学習機能は、１０ページの一番上のパソコンセミナーまで続いていますが、ま
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ずは、８ページの方の助成金活用講座で、これは新規のものを考えております。相談

に寄せられる内容で、こういった助成金に応募をしてみたいとか、これは、札幌以外

の都市の市民活動サポート施設で行っておりますので、札幌でも取りあげてみたいと

思って考えております。  
 次に、９ページに参りまして、新規のものでサポートローン活用講座を年２回実施

していきたいと思います。  
 こちらは、札幌市の制度でＮＰＯサポートローンというのがありますので、その制

度の説明を、かたい講座というような感じではなくて、サロン風な感じで話を聞ける

ような場をつくっていきたいと考えております。これは自由参加で考えております。  
 その下も新しいもので、ステップアップ講座、「ＮＰＯ法人になるためには」という

ことで考えております。タイトルは仮ですけれども、こちらは、法人格の取得につい

て、相談が多く寄せられることから、これを一つの講座でやっていきたいというふう

に考えます。  
 その下には、市民活動の入門編とあります。これは、昨年行いまして、残念ながら

参加者が少なかった事業です。しかし、サポートセンターの使命として、多くの市民

の方に市民活動を始めてもらうきっかけを提供する場であると考えておりますので、

これはサポートローン活用講座と同様に、少人数でいろいろな話し合いやワークなど

も入れながら実施していきたいと考えております。  
 その下は、市民企画講座というものも新しく考えてみました。これは、施設提供な

どや広報支援などで、わずかな支援かもしれませんが、市民活動グループの方が企画

したものをサポートセンターと共同開催で講座を開催していきたいと思います。リサ

ーチをしたところ、年１回の募集ではそれぞれの団体の活動とかみ合わない場合もあ

るということだったので、応募の機会を２回にして、実施は年間を通していつでもい

いという設定でいきたいと考えております。  
 続きまして、１０ページに参りまして、パソコンセミナーです。パソコンセミナー

は、お客様からパソコンを使った講座の要望をたくさんいただいております。そうい

ったことで、ワードを使ったもの、エクセルを使ったもの、あと、要望の多かったホ

ームページにかかわるようなパソコンセミナーを実施したいと考えております。これ

は計画段階なので、まだ確定はしていないのですが、年３回実施していきたいと思っ

ております。  
 その下は、交流活動支援機能です。こちらの方は、団体の交流やこの施設を使う利

用者同士の交流を図っていく事業です。まず、市民活動団体をターゲットにして、先

ほどご紹介したような内容のしみさぽカフェというものを引き続き実施しようと思い

ます。その先のカルチャーナイト、スノー・アイスキャンドル大作戦、「デアイバチ」

フェア、北８条アマとホップのフラワーロード、キャンドルナイト、これらは４施設
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が一体となって実施する事業として継続して行いたいと思います。  
 次に、団体活動支援機能に参ります。  
 こちらは、引き続き実施するものとして、団体情報の管理があります。また、環境

の整備ということで、引き続き、印刷機、パソコン機器、会議コーナーの提供、また

事務ブースの提供などを通年でやってまいります。  
 １２ページに参りまして、これも、引き続き、窓口の方で市民活動団体の方々の登

録を受け付けようと思います。  
 その下に調査研究、協力、支援というものがあります。これは、前回の協議会で、

委員の方から、アンケートをとってリサーチをすべきではないかとのご意見がありま

したので、それを実施していきたいと考えております。一つは、この施設の利用者に

向けてのアンケート、もう一つは、全国にある市民活動サポート施設へのリサーチも

考えております。  
 そして、最後になりますけれども、事業運営協議会を引き続き５月、１１月、１月

で実施していこうと考えております。  
 その後に、１年間の事業がどのようになるかは、簡単なカレンダー表をつけており

ますけれども、日にちが確定していないものは、下の方にまとめて記載いたしました。  
 １９年度の事業については、以上になります。  
○杉岡座長 早速ですけれども、お気づきの点、ご質問、ご意見いただければと思い

ます。  
 ちょっと確認ですけれども、昨年の事業に関して取りやめたものはないのですね。

あるのでしたか。  
○事務局（岡本主査） 取りやめたものは、今回のところはないです。主催の講座の

中身を整理したという形ではあります。  
○杉岡座長 事業がふえているわけですね。  
○事務局（岡本主査） 若干です。  
○杉岡座長 それは、予算もふえているのですか。事業に割り当てしている費用が少

しずつ調整されているということですか。  
○事務局（岡本主査） まずは、あまり経費がかからない事業が一、二つふえている

のと、それ以外のところでは、経費はかかるけれども、受講料をいただいているもの

はそれで同じぐらいの収入につなげているものがあります。  
○杉岡座長 ちょっと導入しましたので、早速、井上委員から、ご質問いただければ

と思います。  
○井上委員 実は今、受講料のところが少しひっかかって聞いていましたが、２００

円だったり１，６００円だったりしていて、これは予算にもよるのでしょうけれども、

受講料の違いとか基準はどういうものなのでしょうか。例えばこの講座だと講師を遠
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くから呼ぶとか、そういう違いや基準があればお教えいただきたいことが一つです。  
それから、今の話を伺っていくと、これからつくっていく新しい事業に関しては、単

発で、いわゆる収支が均衡になるような形で進めていくという方針があるようにも見

受けたのですが、そういう原則で進めていきたいということなのでしょうか。  
○事務局（岡本主査） まず、基準額についてお答えしますが、昨年度と同様に、１

時間あたり座学４００円、技術習得６００円の受講料をいただいております。  
 あと、２００円とありますのは、資料代ということで、これくらいを考えていくと

いうものです。それ以外に、収支の均衡ということがありましたけれども、中には、

支出が大きく収入が少ないものであっても、サポートセンターとして実施しなければ

ならない事業もあります。ただ、収支で言えば赤字となりますけれども、それでもや

る必要があるものに関しては実施しようと考えております。  
○井上委員 技術習得は１，６００円ですか。  
○事務局（岡本主査） 技術習得は、１時間６００円の計算で受講料をいただいてお

ります。  
○杉岡座長 １，６００円とか５，２５０円というのはどうやって計算するのですか。

掛け算でやるのですか。  
○事務局（岡本主査） 例えば、１．５時間×単価×５日間という計算方法になりま

す。  
○井上委員 ということは、実際にかかる費用とは関係ない形で原則がつくられてい

るということでよろしいですか。  
○宇野委員 でも、それは何か変ですね。  
 前にも言ったのですが、ちょっと前後して申しわけないですけれども、一つ訂正を

お願いしたいなと思うのです。  
前回の会議のピックアップ版みたいなものが最初に出たときに、前回の事業の報告の

中での私の発言ですが、「インカムがあって、アウトカムがある。だけども」という話

をしたときに、それがちょっと違うような表記がされています。インカムを出せと言

った覚えはないので、そこを訂正していただけたらと思います。  
 それで、ここに戻ると、この事業はどういう経費がかかるからこの値段なのだとい

う方がとてもわかりやすいような気がしたのです｡今言ったような基準では、座学は４

００円、技術習得、技術とは何だろうとか、かえって複雑になるような気がしたので

す｡物によっては事業の講師がまだ決まっていないものもあるのですね。その辺は、こ

の協議会に出る資料としては、私は何かわかりづらいような気がするのですが、どう

でしょうか。  
○杉岡座長 ４００円と６００円というのは、事業としてのバランスは大体とれてい

るのですか。どこもかしこも赤字だらけではないのですか。  



 10 

○事務局（岡本主査） ほぼバランスはとれています。  
○三浦委員 バランスというのはどういうバランスですか。  
○事務局（岡本主査） 収支のバランスということです。支出額に対して、収入がほ

ぼ同じくらいということです。ただ、受講者がひどく集まらなかったりすると、どち

らにしても講師はお呼びするわけですから、そうすると赤字となってしまうというよ

うなことです。  
○杉岡主査 座学の講師料と技術系の講師料とは単価が違うのですか。  
○事務局（岡本主査） 技術習得は、いわばパソコン技術の取得を指していると考え

ていただければいいかと思います。パソコン機材は備えつけのものを使いますので、

言ってみれば減価償却を含む、こちらの備品を使うわけです。  
○澤出委員 普通、次年度の事業計画が出てくると、必ず収支予算書というのも出て

くるのですね。ここは基礎となる予算の数値がほとんどないので、多分、先ほどから

皆さんがどうしたのだろうという形で聞いておられると思うのですが、私もそうなの

です。これだと検討のしようがないというか、ちょっと違うかなと私は思ったのです

が、ここら辺の数字を書けない理由というのはあるのでしょうか。  
○杉岡座長 この総額どのくらいなのですか。受講料を除いて、実際にセンターで持

ち出す費用は１９年度事業に対してはどのくらいですか。それは余りにも少なくて言

えないとか、そういうことなのですか。  
○事務局（岡本主査） 総予算は３８７万円ほどです。人件費を除いて、事業運営に

係る経費としてです。  
○澤出委員 光熱費などは入っていないのですね。  
○事務局（岡本主査） それは施設全体なので入っていません。  
○宇野委員 人件費を除くという場合の人件費というのは、だれのことですか。講師

ですか、それとも市の職員のことですか。  
○事務局（岡本主査） 活動協会の職員です。  
○杉岡座長 事業の数は全部で３０近くあるのですね。そんなにないですか。だから、

一つ当たり１５万円くらいしかないというか、本当につつましい予算なので、予算を

検討する余地がないと。  
○坂井委員 検討し出すと、今度、講師をやる人によって、おれは５万円だぞとか、

おれは１万円でもいいよとか、そういう段階では一定の線を引いておかないとかえっ

てややこしくなってしまうのではないかなという気もするのです。  
○井上委員 多分、ここで決められることとそうでないことがあるかなと思って、そ

れをちょっと確認したいのです。  
この予算は増えているか減っているかということと、どれくらい調整する余地がある

のか、逆に言うと、ないのか。想定されることとしては、組織の中での問題と、ある
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いは指定管理で受けている段階で、４年の中で使える金額がたしか決まっていると思

うのです。そのあたりとの関係でどうか、ちょっとお伺いしたのです。要は、ここで

話し合って変わるものなのか、逆に言うと、もうこの中でやっていくしかないという

ふうに我々は考えなければいけないのか、お伺いしたいのです。  
○事務局（岩尾課長） 岩尾でございます。ことしもよろしくお願いいたします。  
 私の方から、１９年度の事業の予算ということで、今お示しした３８７万というお

金につきましては、先ほど人件費を除くということでしたが、実は澤出委員がおっし

ゃったように、施設の維持に関する光熱水費も含めて、サポートセンターでいろいろ

な提供をしている消耗品とか、施設の企画事業にかかわらないところのものはここに

は入っていないのです。実際に４年間の計画を立てたときに、大ざっぱな計算ではあ

りますけれども、事業費についてはほぼ横ばい状態です。その中で、では何が生み出

せるかというと、そこの中でいただいて収支のバランスをとり、あるいは、より多く

の事業にお金をかけていくために必要な経費を生み出さなければいけないということ

が当然出てきます。そうしたときには、新たな財源として例えば助成金をいただく道

を開いたり、あるいは、企業と一緒にやれるものがあるとすると、企業から協賛金を

ちょうだいすることも考えられます。それから、つつましい受講料ですが、座学４０

０円、技術習得の方は、市民活動サポートセンターの事業の中ではパソコンを念頭に

置いておりますが、１時間６００円、資料も２００円程度ですので、まず参加しやす

い料金設定を優先的に考えることを念頭に置いております。  
ですから、この基準については、４施設はどの施設も同じような形で考えております

けれども、新たな予算を生み出すには新たな収入の道を切り開いていくことしかない

とお考えいただければいいかと思います。３８７万円の中で、どこに比重を置き、皆

様からの協力をいただきながら事業を展開していくかは工夫次第だと考えております。 
○杉岡座長 だから、このメンバーの中から提案されてこういうことをやった方がい

いのではないかということになれば、ほかの予算をやりくりして追加するのか、ほか

の事業をやめて新しいものを入れるか、そういう問題になっていくわけですね。  
○事務局（岩尾課長） そうです。  
○杉岡座長 こういう場でもありますので、こういうことをやった方がいいのではな

いかというものがもしあれば、それを言ってもらった方が話は前向きになります。今、

やった方がいいかどうかは、もう何とも言えませんね。ほかにやるものがなければ、

事業はどんどん拡大しているわけですし、既にもう１０本くらいふえていますので、

職員の労力にはかなり負荷がかかってくるわけですね。ですから、そこら辺は、もし

違う企画があれば、今提案されているものをちょっと調整して違うものにするとか…

…。  
○三浦委員 前回話し合った内容は、たしかそういうことでしたね。それとこの関係
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というあたりの説明はないのですか。前回出た話では、例えばマッチングとか、デー

タベースとか、１階のつくり方とかあったのですが、そこら辺と本日の資料の関係が

ちょっとわからないのです。  
○宇野委員 今おっしゃったように、前回とのつながりで言えば、きょう出てくるお

よそ１年くらいのスケジュールみたいなものはこういうことだったのだと私は思って

しまったのですが、運営協議会自体、この事業はいいのではないかというのがこの場

なのか、これをただなぞるというか、やっていくことのスケジュールがきょう出るこ

とだったのでしょうか。前回の終わりに言ったのは、次回は予算との関係も含めてタ

イムスケジュールを出しますということだったように記憶しているのですが……。  
○事務局（岩尾課長） 今後の手続というか、実際に事業の計画がおおよそ決まって、

次にどういう段取りで流れていくのかということを少しご説明させていただいた方が

いいのかなと思いますが、よろしいでしょうか。  
 今、１９年度の事業はどんなようなことを考えているのかということをお示しした

わけですが、実際これでオーケーというわけではなくて、実は、この後、私どもの協

会内部の中でも、全体予算の中で果たしてこの事業が妥当なのかというもみの作業に

入ります。その前に、委員の皆様からご意見をいただいたものを練り直して、協会の

中でも整理をするという一つの段階があります。協会も財団なので、理事会という手

続を踏んで、予算執行、事業計画が承認されてゴーとなります。ただ、指定管理者と

して、市民活動サポートセンターの業務運営を任せていただいておりますので、１９

年度の事業の承認は、具体的にはこういった形で事業を行いますということで計画を

立てて、札幌市の方でもよいということであれば、項目というか、大ざっぱな枠が決

まりスケジュールを管理していきます。そのスケジュール管理がカレンダーに落とし

た時期と事業名ということになりますが、具体的実施に向けては、物にもよりますけ

れども、一、二カ月前から講師の方と交渉をしたりして、募集は１カ月半か２カ月前

から企画を練っていくという作業がその事業ごとに進んでまいります。そういった形

で、今ここで大枠の状態ですべてが決まるということではございません。大枠が決ま

った段階で、一つ一つについて、またその都度、細部を決めていくスケジュールを立

てて実施に向けて進んでいくということでございます。  
○宇野委員 そうすると、今ぱっとおっしゃったのだけれども、それが何かシートに

なって出ているとよかったなと思ったのです。私はそれをイメージしていたのです。

それで、例えば理事会で予算が決まってゴーというのはいつごろですか。  
○事務局（岩尾課長） ３月です。  
○宇野委員 ３月末ですか。それと、あと、ゴーとなったときの２カ月くらい前から、

職員の中で割り振って担当で動いていくのですか。  
○事務局（岩尾課長） 実際には、理事会の中で決まって初めて承認という形になる
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のですけれども、私どもは、理事会で決定して、いざ始めようと言われてもすぐに始

められるわけではないですので、虎視たんたんと、おおよその計画を立てる段階から

職員の中で相談しまして、具体的にどういう方向で進めていこうという作業は既に始

まってはおります。しかし起案というか、物事を決めていく道筋を立て始めるのは、

正式には理事会が終わって４月に入ってからになります。ただ、４月に入ってすぐ始

める事業もございますので、そういったものは下準備をしておかなければならないと

いうことになります。  
○宇野委員 聞き漏らしてしまったかもしれませんが、理事会の前に市がオーケーを

出すとおっしゃいましたか。  
○事務局（岩尾課長） 今回、指定管理になって初めて交渉する形になりますので、

そこら辺は、理事会に行く前にあらあらの話をして、理事会で承認を得ても市がだめ

だと言ったら困りますし、市の意向もあるかもしれませんから、そういったことは事

前にすり合わせをしておきたいと考えております。  
○宇野委員 それはもうなるべく早くというので、例えば２月下旬くらいですか。  
○事務局（岩尾課長） はい。  
○杉岡座長 問題は、指定管理者として事業を受けたわけですから、受けた側がイニ

シアチブをうまくとらないと、今までどおりにやっていると作業はどんどんおくれま

すね。準備する側にもしわ寄せが行きます。市民の活動を支援するという立場からす

れば、大きな予算の枠組みは大体決まっているわけだから、もう少し早目に決めて、

例えば市民企画講座みたいなものも、呼びかけして、エントリーして、予算が大体こ

のくらいだったら可能なのではないかということをここで話しして、それを組み入れ

られれば割とおもしろいものも出てくる。それから、職員ばかりが走り回らなくても、

市民がそれなりにやってくれれば、まだうまくやれるのではないかということもあり

ますね。  
○井上委員 僕は、枠組みとしては、新規事業などを含めて、これまで討議してきた

内容などが比較的反映されているのではないかなと思ったのです。例えば１階の問題

にしても、これは常設でやるとなってくると、やはり市民団体のかなりの協力が必要

となるし、それなりに時間がかかるのではないかと思います。我々としてもどこまで

協力できるかということが当然ありますので、今回、２月にやる企画もそうですが、

こういうものをある程度積み上げていくことの方が大事かなと思います。限られた資

源とか機会の中でやるものとしては、市民企画講座もそうですが、枠組みとしてはあ

る程度門戸が広がったかなというのが正直な意見です。一方、今度はこれをどういう

ふうに活用していくかということを、我々としてはむしろ考えていかなければいけな

いかなと感じました。そういう意味では、枠組みとしてはこれで非常にいいのではな

いかと思います。  
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○杉岡座長 伊藤さん、もっとこういう事業をやった方がいいのではないかとか、何

かないですか。  
○伊藤委員 お金のことはよくわからないのですが、僕が今回の事業をざっと見て一

番感じたのは、アンケート調査というのはやっぱりおもしろいなということでした。

協議会が提案していくことも大事ですけれども、この施設を利用している人が何を感

じて、何を求めているか知ることがすごく大事だなと思っていますので、アンケート

調査はすごくおもしろいなと思っています。  
 その中で、一つ質問がありますが、今回の新規のものも含めて、事業に対して利用

者の声はどういうふうに反映されて今回の事業に至ったのか、少しだけ説明していた

だきたいのです。  
○事務局（岡本主査） これまで、市民活動サポートセンターの方で主催している事

業を受講された方からはすべてアンケートをいただいております。その中で、その次

の事業で期待するもの、今後取り入れてもらいたい事業、そういった要望をお伺いし

ております。あわせて、先ほど途中でも申し上げましたけれども、相談に寄せられる

内容から、傾向が多い内容を取り上げたりということで今回は考えました。  
○杉岡座長 坂井委員さん、何かありますか。  
○坂井委員 要望もあるのですけれども、二、三お伺いします。  
テーマの中で、冊子の作成の問題がございますね。これは、市民活動団体１，７００

幾らで集まる部分をというお考えなのか。私の希望としては、ほかの３施設の方も入

れてくれると利用の幅が広がるのかなという感じが一ついたします。  
 それから、先ほどから出ています市民企画講座ですけれども、年２回募集されると

いうことですが、団体数はどのくらい募集されるのかというのが第２点目です。  
とりあえず、その二つをお伺いしたいと思います。  
○事務局（岡本主査） 今、考えております冊子の方ですけれども、現段階では、ほ

かの施設との調整はまだ図っておりませんので、今、そのあたりは明確にはお答えで

きません。前回も話題には上っておりましたけれども、他施設でもさまざまな調査を

していながら、個人情報の絡みもありまして、気軽に情報共有できないのが現状にな

っています。このあたりは、今後ほかの施設と連携を組んで１，７００にとどまらな

いものができればいいかなと思います。  
 もう一つの市民企画講座の方ですが、ご応募いただけるのがどれくらいかまだわか

りませんけれども、８団体くらい応募していただければ実施したいと考えております。 
○澤出委員 ちょっと戻るのですが、総予算が３８７万円ということですが、運営委

員会を開くに当たって、事業は戦略なのでしょうけれども、もともとの費用対効果を

考えて３８７万円に対する目標というのはどのくらいに置いているのですか。初年度

はもう終わりましたけれども、次年度はどのくらいの形にしたいとか、エルプラザに
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おいて活動していく施設から何からすべてですが、何かあると思うのですね。今まで

よりも２０％増しとか、参加する方もいろいろな意味でエルプラザを使っていくとい

うか、きちんとした形で活用できるような、うまく言えないのですが、どのくらい拡

大していく形なのですか。今、私たちが運営委員会に出ていまして、来年度は２年目

になると思うのですが、どのくらいのことを考えていらっしゃるのですか。それによ

って、私たちはアイデアを絞り込めるということもありますね。そのまま横並びを考

えているのか、それとも２割増しとか、３割増しを考えているのか。  
○事務局（岩尾課長） エルプラザ全体という意味ですか。  
○澤出委員 全体というか、今、私たちは市民活動サポートセンター事業運営協議会

ということでやっていますけれども、その中で運営方法のアイデアをいろいろ出した

り、みんなで考えるのですが、３８７万円に対して目標があると思うのです。それは、

そのままで維持していくのか、それともそうでないのか。  
○事務局（岩尾課長） 澤出さんがおっしゃっているのは、当たっているかどうかわ

からないのですけれども、例えば事業というところに限定をして、先ほど聞かせてい

ただいている、例えば収入目標とか、参加していただく方たちの定員を決めているも

のについては、定員のマックスをどのように見ているかということをおっしゃってい

るのですか。  
○澤出委員 そうです。活動としてどのくらいの……。  
○事務局（岩尾課長） 収入の合計金額はすぐお伝えできますが、それについても、

先ほど言った基準額というのは今年度とさほど変わっているわけではありません。ま

た、今の段階では、例えば新たな協賛金とか、そういうものも加えていませんので、

収入の目標値としてはほぼ横ばいか、ちょっと多くというぐらいです。事業対象人数

については市民企画講座ということで、私たちがやりたいなと思っていたことを、活

動されている団体の方と一緒にやることによって、経費もそうですが、もっと多くの

人にお伝えできるということを効果としてねらっていきたいと考えています。  
市民企画講座一つだけとってみると、８団体ということで申し上げたのですが、その

８団体が多いか少ないかというところで言うと、多いような気もするし、少ないよう

な気もすると。それは、その事業の規模なのです。例えば２０人、３０人の講座規模

が八つあっても、１００何人にしかお伝えすることができない。しかし、もっと大き

な、ここの施設を使っていただくことで最大限にできるというのは、例えばホールを

見て、一つのことで３００人からの方にいろいろなことを伝えていけるということで

言うと、一つの事業で３００人ということが生まれてきます。ですから、どういった

企画を市民企画講座として実施するかで広がりは全然違ってくるのです。  
希望とすれば、そういった多くの方に伝えられるような事業を一緒にやっていただけ

れば、それはありがたいことだけれども、団体にとっては、少ない人数を対象にした
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ものでも大事だと考えるものもきっとあると思うのです。そこら辺は、これから募集

をするので、８団体を超えてお申し込みをいただいたときに、どこを選択するかとい

うところは非常に考えていかなければならないと思っています。  
ですから、漠然と何割増しというところで言うと、今は具体的に申し上げられない状

況でございます。  
○杉岡座長 横江委員さん、どうでしょうか。  
○横江委員 計画を見ましたら非常にいいなとは思ったのです。かなりの事業をやら

れる。例えば、私のＮＰＯでこれだけの事業をやることになりましたらかなり大変だ

ろうなということからしますと、これだけできるのだったらちょっとうらやましいな

と。それで、かなり可能性を含んだ事業がいっぱいあるのですね。多分、やることに

ついてはかなり大変だろうなと思いますけれども、今出ていました市民企画講座にし

ても、８団体ということですが、実際に４団体か５団体かもしれない。逆に多くて、

もし好評であれば、第２弾、第３弾を打てばいい。逆に言うと、それぐらいになるだ

けの可能性はエルプラザはあるのだろうなと思いました。  
 一つ目の事業のみんなのしみさぽですけれども、３，０００部と書いていますが、

説明の中で５，０００部とおっしゃったような気がしました。部数を聞き間違ったの

かもしれませんので、その確認と、全体の事業については、多分、今年度やられまし

て、その中から引き続きやるものと、職員さんがいろいろお話しされて、こんなこと

もできる、あんなこともできるという可能性を探ってかなり入れられたと思うのです

けれども、これだけの事業はかなり大変だなと思いました。ここにいる委員さんとか

私たちもかなり協力できればいいのだろうなと。あるいは、こちらの施設を使ってい

る各団体、それから、今いろいろな情報収集、アンケート調査など、ほかの事業で入

っていますけれども、そういうものを組み合わせてやっていくと、次年度はかなり楽

しみだなという印象は持ちました。  
 以上です。  
○杉岡座長 質問の部分はどうですか。  
○事務局（岡本主査） 「みんなのしみさぽ」の発行部数は、正確には５，０００部

です。プリントの記載が間違っております。  
○井上委員 それは、今年度と同じということでよろしいですか。  
○事務局（岡本主査） １８年度と同じです。  
○杉岡座長 三浦委員さん、どうでしょうか。  
○三浦委員 市民企画講座について、もうちょっと具体的に説明してください。  
○事務局（岡本主査） さまざまな活動をされている方がいて、そういった活動を発

表する場であったり、目的に合ったものを市民に向けて事業を行いたいという団体が

いらっしゃると思います。こちらで支援できるのは、会場を確保したり、札幌市内の
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公共施設への広報、広報さっぽろの掲載といった支援をします。そして、団体の方が

主体で市民の方を集めて実施することを考えております。詳しい要綱はまだできてい

ないものですから、本当にあらあらの企画ではありますが、今のところ考えているの

はそういったところです。  
○三浦委員 受講料の収入は、団体に全部入るのですか。  
○事務局（岡本主査） 今はそのように考えております。   
○坂井委員 金額について、望ましい料金というのは、今こちらがやっているような

４００円、６００円あたりの考えが基準になるのですか。   
○事務局（岡本主査） そのあたりは、こちらの方の施設の利用の範囲としましては

受講料２，０００円以内と考えております。  
○三浦委員 そうすると、この事業からはセンター側には収入はないという形になる

わけですね。  
○事務局（岡本主査） そうです。  
○三浦委員 キャンドルナイトなどは、収入は一切上がらない事業なのですか。  
○事務局（岡本主査） １０ページから１１ページにかけてあります公共４施設の共

通の交流活動支援の事業は、収入は入らない事業となっております。  
○三浦委員 予算は来るということですね。お金はどこからも来ないのですか。   
○事務局（岡本主査） 予算につきましては、指定管理料の中から幾らか用意をしま

す。これも、気軽に市民の方が立ち寄っていただけるイベントを実施することで、そ

のイベントをきっかけにこの施設を知り、サポートセンターを知り、それぞれの活動

団体を知るということで考えております。   
○杉岡座長 よろしいですか。  
○三浦委員 はい。  
○杉岡座長 嶋委員、どうですか。  
○嶋委員 ちょっと予算とは離れるのですが、情報提供というところでホームページ

を作成したり、メールマガジンを発行したり、冊子を作成します。冊子だけに限って

いるような状態ですが、情報を集めてつくる作業は職員がなさるということでしょう

か。  
私がこうやったらいいなと思うのは、例えば冊子を１年かけてつくり上げることを考

えたときに、どこから情報を集めるかもあるのですけれども、これをつくる人たちを

公募して、市民活動と言えるかどうなのかわかりませんが、つくる段階から、市民や、

これに興味のあるような人がかかわれるような企画もおもしろいなと思いました。  
それから、今の市民企画講座の中で、毎年、挙がった企画を選んでいくのもいいです

けれども、今年度は環境にこだわったものというように、分野を決めて応募すること

ではなくて、あらゆるジャンルの方に応募してもらって、その中から選んでいくとい
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う考えでいいのでしょうか。   
○事務局（岡本主査） まずは、情報冊子の作業に関しては、私どもでは、職員たち

で地道につくっていこうかと考えておりまして、今、嶋委員にいいアドバイスをいた

だいたというふうに思っております。  
それから、市民企画講座についてですが、市民活動サポートセンターの分野としまし

て、１８の分野がありますが、そのうち、環境とか子育て支援とか福祉など焦点を絞

ってしまうと、それはそれで対象にならなかった方の応募を受けられないことになっ

てしまうのかなと。１８の項目を入れますとすべて網羅できる状態ですから、その分

野の中でと考えておりまして、１９年度は制限を設けないでやってみようかなと考え

ております。  
○嶋委員 もう一つ、１１ページの団体情報管理システムというのは、どのように情

報を提供するのでしたでしょうか。  
○事務局（岡本主査） これは、もう既にできているものです。インターネットの環

境がある方でないとだめかと思いますし、また情報公開が可能な団体だけですが、市

民活動団体の検索をかけて、どういう内容があるのかと探して見ることができるシス

テムになっております。こちらも、後ろにあります利用登録業務のところであわせて

やっておりますけれども、そこのところで情報公開を望む方には、市民の方がインタ

ーネットでホームページから探せばその団体の活動分野ごとに検索ができることにな

っております。  
○杉岡座長 ほかに何かお気づきの点はありませんか。  
 基本的には、青少年女性活動協会が指定管理者制度を受けて運営することによって、

今まで行政が直接やっていたものよりは、より魅力的なものをどうやってアピールし

ていけるのかということが問われてくると思うのです。我々も、その一環として、そ

れに協力するということになるので、結局、行政がやっていたことに比べて、どうい

うふうに市民に評価され、効果を上げていくのか、それは１９年度の事業を通じてど

う整理されているのかというあたりは、全体的なことで言えばどうなのですか。つま

り、今まで行政ではこうだったけれども、私たちはこういうふうに活動を拡大してい

くことになるのではないかとか、自己評価についてです。  
○事務局（岩尾課長） 今の質問にきちんとお答えできるかどうかは甚だ疑問ですけ

れども、なぜなら、札幌市がやっていた事業に対しての評価、実際に受講された方、

一緒に取り組んでこられた皆様の評価というのは、残念ながら、確実に把握していな

いということがございます。  
１８年度の事業を実施してみて一番感じることは、企画がニーズに合っているかとい

うことです。企画については職員が非常に頭を悩ませながらやっております。前回の

事業運営協議会の中でもお話ししましたが、例えば事業のタイトルやキャッチコピー
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が受け手となる方たちに響いたかどうかということで言うと、やはり何だかよくわか

らないようなタイトル、あるいは、中身が漠然としているような事業については、こ

の事業に参加してメリットがあるのかもわかりにくいということで結果として参加は

残念ながら少なかったということがありました。  
逆に今回の会計講座にしてもそうですけれども、パソコンでワードを学んでみようと

か、チラシをつくってみよう、キャッチコピーを考えてみようという具体的なものに

なってきますと、非常に活動団体が欲しているニーズに合ってきたということです。

実は定員をちょっと超えて実施したものがあります。たしか前回宇野委員からもとも

との定員から言うと効果がどうなのだろうというご指摘を受けたのですが、講師の方

と相談して、ほかの方の受講に支障がない範囲でということで、定員を少し上回って

受け入れさせていただいたということは実際にございました。講師についてはもちろ

んその講座に一番適した方にお願いをしたいということを念頭に置いておりますが、

市民活動をされている、そして市民活動をよくご理解いただいている方たちにぜひお

願いしたいと考えています。また、そうしたところから広がっていた企画もあります

ので、１８年度はそういった方とのつながりを大事にしてきました。それは、１９年

度もさらに広げていきたいということで、今後は、私たちが企画するものだけではな

くて、団体が企画するものについても、ここを拠点として大いにやっていただこうと

いうことで、企画支援という形で事業を考えております。  
○杉岡座長 恐らく、行政が直接運営するよりは、協会がやった方が市民との接点が

より滑らかになることはあると思うのです。だから、市民の協力をどういうふうにう

まく求めていけるかというのは、基本的には協会の力量にかかっているわけです。そ

れがうまくできないのであれば、それは役所がやっていたのと同じだということにな

りかねません。そこら辺で、市民に協力してもらうというのは、役所の人では結構話

が長くなって、決まるものも決まらず、まとまるものもまとまらないということで効

率が悪いと思われていることが多いのですよ。やり方をどうやって進めるかというの

は、確かに大変な難しさを含んでいるので、それを指定管理者として取り組んでいく

中で軌道に乗せれば、市民の支援というか、理解も広がるし、協会だからできたので

はないかということにもなると思うのです。  
ただ、これは、活動協会がやっているのだなというふうにはまだ余り思われていない

のではないですか。  
 それは、後で大築さんにお話ししていただこうと思います。  
 澤出委員さん、何かありますか。  
○澤出委員 この中でサポートローン活用講座とありますね。今、座長さんの方から

言われたように、市民にどう参画してもらうかというと、ここにＮＰＯバンクなどを

入れたら同じローンなのでおもしろいのかなと。私もちょっとかかわっているのです
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が、そういうふうに市民が直接やっている同じようなもの、規模が違いますから同じ

ではないけれども、そういうものも一緒にジョイントしてやっていくと、もっとさら

に幅がふえていくのではないのかなと。費用対効果を考えたら、お金がないので、そ

ういうふうにして少しずつ知恵を出しながら市民をつけていくと、そういう形が一番

いいような気がします。  
 やっぱりちょっと事業が多過ぎるので、何かもうちょっとアイデアを入れて、整理

していい形にした方がいいような気がします。  
○杉岡座長 これは、職員の労働密度が上がるというか、無限に広がるサービス残業

みたいなことになりますね。  
○澤出委員 もうちょっと集約してパワーを出した方がいいような気がします。  
○杉岡座長 結局、指定管理者になっただけでも、行政が運営していたときより基本

的に予算はカットされているわけですからね。役所が指定管理者にするときは同じ額

では出していませんので、もともと人件費も抑え込まれているわけです。それでさら

にいろいろやると、どんどん首が絞まっていくということになって、岡本さん、どん

どんやせるのではないか思うのです。  
 そういう意味では、何でもかんでも自分たちでやるということではなく、よりうま

くやれそうな工夫をしたり、仕事の配分も調整してもらうという部分も結構重要だと

思います。  
○井上委員 今の議論を伺っていて思ったこととして、ここの資源というのは、登録

団体といいますか、いろいろな市民活動にかかわっている方々が集まっているという

人と組織だと思うのです。そこを本当にどう生かしていくか、またそこをさらにつな

げていって、より効果的な活動をしていくかということが大事になってくるのかなと

思います。特に、市民企画講座などは、事業を進めていかないと我々も見えてこない。

どういうものに興味、関心が集まるのかわからないところがあるので、そういうこと

をこういうところでも少し議論していけたらいいのかなと思っています。  
それから、こう議論していて、さっきビジョンにかかわるような話が出てきましたが、

よく考えてみると、なぜこういう市民活動サポートセンターというのがあるのか、市

民活動を今盛り上げていく必要があるのかとふと考えたのです。やはり、これから市

民がどんどん直接かかわっていきながらこのまちをよくしていく、まちづくりという

ところが一番大事になると。逆に考えていくと、この場でも、どうやったら市民活動

に興味を持ってもらえるのだろうかという議論があったと思うのですが、まちづくり

に直接かかわっていくと。本当に今の日本の社会というのはなかなか暗い話ばかりだ

ったりするわけですけれども、逆にそういうものをよくしていきたいということを、

どうつなげていくかということが本当に大事になっていくという思いがしました。  
 そういうことを考えていくと、たしか三、四年の計画だったと思うのですが、１年
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目は引き継いでというところがあって、２年目は広げていくという意味ではこういう

形になるのかなと。しかし、ただ広げていくだけではなくて、どう盛り上げていくか

という点で言うと、これからの発想としては、つなげていって、さらに自分たちが何

のために活動しているのか、活動としてはどういうふうに形が見えてくるのかという

のが、まちづくりというレベルで見えてくるような形、例えば、今、我々がこうやっ

て集まったときも、いろいろな活動をしている人たちがいるのだということで、ある

種の出会いがあったわけです。そういうような形で、団体がもっと交流して、さらに

まちづくりにつなげていけるような学習交流の機会をつくっていく、あるいは、まち

づくりに関する企画をつくっていくということを団体と一緒になってやっていく。や

りようによっては大規模になるかもわからないけれども、そういうのをつくっていく

場面がいつか必要になってくるのかなと。  
そこが一つの結節点になって、そのときに初めて、市民活動サポートセンター、特に

青少年女性活動協会が―僕は、女性活動協会は人をどんどん育てていくことを本当に

大事にされてきているのだなと、この間、いろいろ知る機会があって感じているので

すけれども、そこを一番生かしながら、そういうコンセプトを生かして出していける

ような取り組みが一つ考えられるかなと思いました。  
○嶋委員 先ほどの澤出さんからの費用対効果ではないですけれども、予算と目標額

という中に、お金の目標だけではなくて、例えば、お部屋の稼働率の目標とか、相談

事業をもっと利用してもらうとか、利用状況の数字の目標みたいなものを少し掲げて

もいいのではないかとなと思ったのです。部屋の状況で、相互利用のところがまだま

だ伸びていませんね。黙って伸びないままにするのか、何か仕掛けをすることで伸び

るか伸びないか少し試すというか、工夫をしていく必要があるのかなと思うのです。

前回も言いましたけれども、何日か前になったらどこの部屋でも使えるというのをも

う一日前に使えるようにするとか何か工夫しないと、このままでは相互利用のところ

も上がっていかないのではないかなと思うのです。ここで事業をしたり、いろいろな

人がマッチングしたりするときもそうですけれども、ここのお部屋をどんどん使って

もらうのも市民活動が活発になることだと思うので、まだまだあいている部屋がある

のをもっと使いやすい状況にしていくことができることの一つかなと思うのです。  
利用率が上げれば、利用料も収入としてもふえるのですね。そういうのは関係ないの

ですか。それはどこに来るのですか。  
○事務局（岩尾課長） 実は、私たちもそこを考えて、目標設定の中に数値目標を立

てました。四つの施設の中には、有料でお使いいただく部屋と、いわゆる特定利用施

設ということで活動団体が会議あるいは打ち合わせのために無料でお使いいただける

部屋もございます。今、目標値としては、有料施設はお金をいただけるので、まずそ

こは今よりもさらに率を上げていこうと。ただ、今で８０％くらいですから、それを
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さらに上げるということになりますと、光熱水費が逆に上がっていくことがあるので

すけれども、やはり多くの方に来て知っていただくことが次につながっていくという

ことで言うと、８０％を少なくとも８２とか８３へと。ただ、今の状態で結構マック

スで、あいている部屋がないような状態なのですね。そこで、実際に市民活動をされ

ている方たちにお勧めしているのが、実は収入には直接つながっていかないけれども、

特定利用施設を使っていただいて、実際にここは役に立つ施設なのだということを知

っていただきたいと考えます。これも会議コーナーについてはアベレージ８０を超え

ていますので、ねらい目なのが、男女共同参画研究室、消費者サロンとミーティング

ルームの相互利用です。相互利用というと全然違う目的のために使うように聞こえる

けれども、底辺としては全部市民活動なのです。  
 そこで、私どもが、今度、市と交渉していきたいと考えているのが、２日前の利用

を、せめて１週間前にお申し込みいただけるという形で交渉していきたい。ただ、こ

れは交渉事ですので、実際にどういうふうにお使いいただけてきたのか、それから、

要望がどうなのかという裏づけをして市と交渉をしていかなければいけないというこ

とがあります。それを受けて規約改正も含めて段取りをしていかなければいけないの

で、簡単なことではないかもしれないけれども、私どもとしては交渉をしていこうと

いう範疇には掲げているところです。  
 また、男女共同参画研究室は、昨年は１２人の部屋が２部屋しかなかったのが、２

４人の部屋が二つと１２人部屋が二つということで一挙に４部屋にふえています。た

だし、男女共同参画研究室を優先的に使える男女共同参画を専らやっている活動団体

は余り変わっていなくて２０団体しかない。そういうことで、あいているところにつ

いては使っていただこうということで男女共同参画研究室、消費者サロン、ミーティ

ングルーム含めまして、１９年度はこの利用率をアベレージ３５％にしたいと思って

います。今の段階で言うと、男女共同参画研究室の利用率が高くなっていけばアベレ

ージ３５％は可能かと思うのですが、この１年間では４施設が一体になったメリット

をまだお伝えし切れていない部分がありますので相互利用ということも含めてアピー

ルしていきたいと考えているところです。  
 ですから、全体の利用度に伴って、お金がいただけるところといただけないところ

は確かにありますが、全体として、こんなに便利なところだったら、今度、自分たち

でイベントをするときに、ここも範疇にあるねということを知っていただけるかなと

いうことで、だるま式に使っていただくことを考えております。  
○澤出委員 ホームページの管理更新の中に書いてあるのを読みまして、実は私は余

り見たことはないですが、施設の空き部屋の関係や無料のところの情報は、きのうと

かきょうとかあしたとかという緊急のときに見られるような形になっているのですか。 
○事務局（岩尾課長） 今、辛うじて見ていただけることになっているのですけれど
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も、１週間単位で更新しています。  
○澤出委員 それで間に合いますか。  
○事務局（岩尾課長） 有料貸し室は、お金に敏感なので毎日見ていただいています。

ただし、特定施設については手作業でやっているものですから、１週間に１回は更新

して空き状況を見ていただけるようにしています。有料施設は一日一日ごとのデータ

ですけれども、この特定施設については１カ月をぼんと見ていただけるような形でア

ップしております。  
 ただ、施設によっては見にくい部分もあると思うので、ここら辺は、今、市のホー

ムページを使わせていただいているのですが、その中で少しでも見やすいような工夫

をしていきたいということも考えております。  
○澤出委員 そういうものを余り見ない人間でも、そういうものが載っているのだと

いう工夫をしていただければ、市民活動のこういうセンターが何をやっているかとい

うことがよりわかると思うのです。例えば、こういうところにも、「ホームページに入

ってください、空き部屋の状況がわかります」とか二、三行のキャッチコピーみたい

に小さくでも書いてくれると、私のように見ない人間でも、そういうところにそんな

いいものが載っているのだと。せっかく、こういうふうに企画して、手を挙げてこう

やっていますよというところには必ず空き部屋情報などがとれるように、ここを開か

なくてもわかるようにしていただくのも、知っていただくということでは結構大切な

ことかなと思います。  
○杉岡座長 皆さんからは、アイデアというよりは注文がいろいろあったようですけ

れども、事務局におかれましては、今いろいろ提案やご指摘があったことを受けて、

また詰めていただきたいなと思います。  
 メニューは十分やっているということで、余り無理して体を壊さないようにやって

いただければと思います。  
 それでは、４番目の議題ですけれども、ブースの使用団体選考委員の推薦について、

事務局から説明をお願いいたします。  
○事務局（志賀） 事務ブースの選考ということで、机の上に事務ブース使用状況と

いう資料が置いてあると思いますが、そちらの方をごらんいただきたいと思います。  
 市民活動サポートセンターの中に、事務ブースということで、市民活動のための事

務をする場所を持たない団体とか、これから活動を広げていこうということで、事務

スペースを確保して、そこで事務局体制を組んでできるように用意している場所です。 
 場所的には、基本は２メートル掛ける２メートルの４平米の大きさで、机が一つと

若干のスペースがあるという形です。基本の４平米でいくと、全体で１９区画ご利用

いただけるようになっています。  
 オープン当初から１９年３月まで最長利用期間の訪れる団体さんは、図の中でちょ
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っと濃いめの斜線になっているところですが、６団体が任期満了といいますか、ちょ

うどその期間を迎える形です。今度の春から、また同じような形で初期の団体支援と

いうことで今新たに募集をしているところでございます。  
 ブースの方をごらんになったことのある方とない方がいらっしゃるかもしれません

が、中には、テーブル１台、いす１台、あとパーテーションで、ドアはありません。

完全個室ではなく、向こう三軒両隣ではないですが、そういった状況の中でご利用い

ただくような形になっています。また、電話とかパソコンの端子などは用意していま

すが、それを契約するのは各団体にお願いしています。ただ、光熱水費などは含まれ

ていまして、４平米または二つ分の８平米ということで募集しております。今使われ

ている委員の三浦さんは、広めで８平米を３年間ずっと使っていただいております。  
 団体によりましては、途中で新たにほかに事務所を構えたり、状況によっては活動

がちょっと縮小して事務所的には要らなくなってということで、若干の出入りもあり

ます。４平米に換算して１０区画ほどが空く形になります。  
ただ、もう一つ、最長３年間ですので、来年の９月で使用期間が切れる団体も三つあ

ります。現在使っていただいているところが継続して使われるかどうかということも

含めて、最終的には募集数は若干変更する形になります。  
 今、１月１１日から募集の書類を配っておりまして、２月１０日締め切りで募集し

ているところです。  
選考に当たっては、選考委員会を設置しまして、書類と選考委員会の面談ということ

で行います。  
 選考基準は、ここに書いてあるとおりですけれども、活動の公益性、活動の将来性、

計画性です。加えて事務ブース自体、こういう場所であるとともに、市の税金を使っ

ている施設の中での活動になりますので、そこを使うに当たってふさわしいかどうか

ということ、あとは、サポートセンターでいろいろなことをしている中で、その設置

趣旨などをご理解いただいて、ご協力いただける皆さんにご利用いただきたいという

ことで選考の基準なども決まっています。  
 選考の中で、ここの担当課であります市の担当、それから、私ども活動協会の常務

と、協議会の中から推薦をいただきまして、選考委員会を組織したいと思っておりま

すので、ぜひご協力いただきたいということで推薦を座長の方にお願いしたいと思い

ます。  
 あと、課長の方からお願いします。  
○事務局（岩尾課長） 私の方から、追加で説明させていただきます。  
 事務ブースについて、１９ないしは２０団体で、今現在の仕切りで言うと１９団体

の申し込みをいただいく形になります。これは、まさに先ほどから言われている利用

料金の対象になっておりまして、この分は協会にお金が入るだろうから指定管理料か
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ら引きますということで差し引きになっているのです。ですから、ここに穴があけば

収入が減るという状態で、私どもとしては、なるべく継続して、せっかくあるブース

ですので、多くの方にご利用いただきながら市民活動の礎となるステップアップの一

つの場所にしていただきたいと考えております。  
 ただ、数ある団体の中で、どこが優先度合いが高いのかというところは、皆様も非

常に関心の高いところだということは当然だと思います。そこで、選考委員会という

ものを設けて、なるべく明らかな状態をつくっていきたいというふうに考えています。 
 選考委員会につきましても、志賀から説明がありましたように、今、選考委員は４

名と考えております。その中で、やはり男女共同参画ということも考えていきますと、

男性と女性のバランスも考えていきたいと考えています。今決まっている委員は協会

の常務が男性で、今お願いをしている市の課長さんも男性となると、あとは女性の方

にお願いしたいなというところを念頭に入れながら、座長には推薦のほどをどうぞよ

ろしくお願いしたいと思います。  
○杉岡座長 そういうわけですので、女性でも最強の方を用意させていただきたいと

思っています。当事者というか、ブースを利用されることが前提になっていたり、そ

の可能性のある方はちょっとぐあいが悪いということで、私の方からは、ふだんのご

発言をお伺いしていて、宇野委員さんは欠かせないなと思っていました。あと、嶋さ

んも、このセンターの内容については非常に関心を持って取り組んでいただいており

ます。澤出さんは事業をやっている方で大変に忙しいですから、嶋委員さんと宇野委

員さんの女性２人にお願いしたいと思っていまして、この協議会としては２人を選考

委員に推薦ということでお願いしたいと思います。  
 よろしいでしょうか。  
（「異議なし」と発言する者あり）  
○宇野委員 質問ですが、この募集要項が送られてきて、選考委員会があるので協議

会委員のうちから推薦ということですが、協議会の運営委員の要綱にはこういうよう

なこととの関連性がもともとうたわれていなかったですね。  
 言っている意味がわかりますか。  
本来だったら、そういうことであれば、ちょっと要綱を変えるべきではないのかなと

感じたのです。一度、検討をしていただけないでしょうか。  
というのは、ほかにもまた来て、今度は男性と女性の比率で男性をお願いしますとか

なりそうで、そのほかにも企画で何かかかわってつくっていきたいなどという機運が

高まると何か任期中にめげてしまいそうなので、そこをちょっと一度整理していくの

もいいかなと思ったのです。  
 それは、選考委員会で言うことではなくて、この場がいいのでしょうか。  
○杉岡座長 要綱をつくられるのは、協会の方でつくっているわけですね。だから、
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気がついたら運営協議会の人がかかわっていたということで、後で決まらないように

先にお話ししていただくということで、私としては、基本的に来るものは拒まず、去

る者は追うと。積極的にかかわっていただける方ばかりが参加しておられますので、

安倍首相と同じく適材適所でいろいろな方にお願いしたいなと思います。  
 このほかに、何か委員をお願いしなければならないような問題はありますか。  
○事務局（岩尾委員） 今、考えているのはありません。  
 ただ、先ほどからお話があったものについて、事業を進めていくところでいろいろ

な形でバックアップしていただきたいということは、これまで以上に引き続きお願い

を申し上げたいところでございます。  
○杉岡座長 余り多く押しつけられることはないと思いますので、よろしくお願いし

ます。  
○宇野委員 それは、この協議会委員の役割の一つみたいなことでちょっと触れてい

ただいておく方が、事務ブース貸し出しの資料を見ても、最初から意識も違って、例

えば、きょうはもう時間がないですけれども、選考の基準も、センター全体の公益性

とか、将来性とか今まで話し合ってきたことを今度は審査するわけですね。だから、

その意識も、この運営委員会自体がもうちょっと違うと思うのです。この内容を今か

ら云々する気はないですが、何かその辺をもうちょっと整理していただくことをお願

いしたいと思います。  
○事務局（岩尾課長） 言いわけを一つ言わせていただくと、今回、事業運営協議会

についてお渡ししている要綱の中には、実は協議事項というものを幾つか書かせてい

ただいています。その中には、これまで機能ということで書かせていただいているサ

ポートセンターの事業について協議することも当然出てきますが、最後にその他セン

ターの運営に関することというのがあります。あと、センターの施設使用に関するこ

ととすごい大枠で書いていたのですが、ここら辺がちょっと不明瞭であったと感じて

います。  
○宇野委員 本当にもうないのでしょうか。今の１行で何でも入りますね。  
○坂井委員 僕なんか、逆に、それがこういう団体のいいところではないかなという

考え方なのですよ。  
○事務局（岩尾課長） そこのところは、どういうことですよということは説明に入

っておりませんでしたので……。  
○杉岡座長 つじつまは合っているということですね。  
○嶋委員 急に質問が一つ出たのですけれども、事務ブースを利用されている団体か

ら、利用してこんなによかったとか、こういう効果があったのだとか、そういう声は

何かで拾っているのでしょうか。  
○坂井委員 毎月、報告書が出ていますね。  
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○事務局（岩尾課長） 四半期で報告書という形で活動の成果を報告していただいて

います。その報告書については、ほかの団体も見られるような形でサポートセンター

の中に置いてあります。ブースを使用したことによって、いろいろな打ち合わせも含

め、ここを起点にして事業を展開することができたというご意見をいただいています。

また、過去に一、二回、有志の方が中心になり、事務ブースの皆さんで懇談会を開い

てくださいました。そこは、事務ブースの利用者の方だけではなくて、関心のある方

も含めて、これから何かやろうとしているという方も含めてです。事務ブースだと、

天井も戸口もないにしても、何らかの仕切りがあるわけです。そうすると、業務をな

さっているときは、ほかの方はなかなか声をかけられないわけです。そこで、オープ

ンな懇談会という席で、こんなに近いところに似たような活動をされている方がいた

のですねということで、活動のつながりを感じていただいて、具体的にジョイントで

事業が広がっていったというところまでは私は了解していませんが、各団体同士が意

外に知らなかったのだなということはこの４月以降で実感させていただきました。ま

た、利用されている方たちの中で、そういう気持ちを持って、少なくとも、みんなが

つながっていこうということで意識をされ、懇談会を企画してくださったということ

も大変ありがたく感じております。  
○宇野委員 これに関してですが、実はネーミングが悪いのだなと設定当初から思っ

ていたのです。事務ブースと言われて、何かなと思ったときに、３年間の中で今のよ

うな評価が出て巣立っていっているわけですね。総数にしたらすごい団体数ですね。

３年間、目いっぱい活用することで、今、大きく羽ばたこうとするところもあるとい

う状況ですね。だから、ここは、本当は団体同士が知り合うまさに最先端を行ってい

るエリアなのに、事務ブースかと思ったのです。例えば、市民活動長屋みたいに何か

親しみが持てるような、ここに入ると単に事務作業が進むわけではなくて、人つなが

りでもっと豊かな活動になるという何かがあってもいいような気もしたのです。  
それで、現場を見たら、ふだんは電気が消えているところもあるし、倉庫かなみたい

なところでした。そういうのはどこで協議したらいいのでしょうか。  
○事務局（岩尾課長） 多分、事務ブースというのは、条例の言葉の中に事務ブース

とあるのです。というのは、利用料金をいただくから条例で決まっていて、議会で決

まっている言葉だと思うのですけれども、それはそれとして、一つ愛称として打ち立

てていくというのは今お聞きして思いました。ありがとうございます。  
○澤出委員 市民活動には、かた過ぎます。  
○嶋委員 現在、まだ満室ではないです。それで、あいているところを募集かけても、

多分びっしりになるというのは、月１万円という結構な利用料もありますし、もっと

もっと活発に利用してほしいと思えば、しみさぽのコーナーにでも、今、事務ブース

を使っている方の一言コメントが載るとか、継続的にそこを使っているよさが目に触
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れると、じゃ、次はとか、来年はとか、次の申し込みのときはというふうになると思

うので、何かそういう工夫もしたらいいかなと思います。  
○宇野委員 あと、ここの建物は、ポストだけ借りることはできるのでしたか。そち

らは募集しないのですか。  
○事務局（志賀） ２月にします。  
○横江委員 ロッカーとレターケースは毎年更新で、うちもずっと更新で借りていま

す。  
○宇野委員 それは、ここで言う選考基準みたいな何かがあって、だれが決めるので

すか。  
○事務局（岩尾課長） 実は、そういうのは、計画書の中で言えば、１１ページの活

動支援環境の整備などの中に載っているかと思います。使えるスペースとして、レタ

ーケースがあったり、あるいはロッカーがございます。ロッカーもレターケースにつ

きましても数に限りがありますので、ご応募いただいて、申込多数であれば抽せんで

決め、空きがあるときはご希望があれば順次お申し込みいただくというふうにしてい

ます。ただ、幸いなことに、４施設一体になったということで４階にもロッカーがあ

ります。それから、荷物を預ける場所とか、選択肢が幾つか生まれていますので、そ

ういったご案内もしていけると考えております。これについては、４月に入ってから

お申し込みをいただくのではなくて、４月１日からお使いいただけるように年度内に

募集をスタートさせていきます。  
○宇野委員 レターケースとロッカーは無料ですか。  
○事務局（岩尾課長） レターケースは無料です。ロッカーについては有料になりま

す。  
○宇野委員 それは、どこかに資料がありましたか。  
○事務局（岩尾課長） 前にお渡ししているしみさぽに、ロッカーのお値段について

も載せさせていただいています。  
○杉岡座長 後で、関連した資料を２人にお届けしていただきます。よりやる気を出

しているみたいですね。  
 それでは、時間も押しておりますので、この辺で協議会を閉じさせていただきたい

と思います。  
 どうもありがとうございました。  
○事務局（岩尾課長） 先ほど澤出委員からご質問がありました、収入に対してどの

ような定員というか、集客を見込んでいるのかということと、それから、採算はどの

ような形でとれそうなのかということに対してお伝えしておきます。先ほど全予算が

３８７万と申し上げましたけれども、それはサポートセンターの事業全体にかかわる

もので、事業計画の中の７ページから１２ページすべてが対象になります。この中で
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実際に企画をしていくものはその中でも一部分になりますが、特に研修・学習機能と

いうことでセミナーのような形で行っていくものについては、満度にお申し込みをい

ただいた場合は予算と収入がほぼちょんちょんという形です。ただ、ここで広がって

いく可能性があるのが、先ほどから話題になっていた市民企画講座で、これは、収入

にはしないというふうに考えていますけれども、対象となる方たちについては、企画

の内容によってはどんどんふえていきます。今、パソコンセミナー初め、サポートロ

ーンの活用講座とか市民活動の入門講座も延べでいくとマックスで大体４００人くら

いです。それは、こういった限られた部屋を使っての講座になりますので、対象とな

る方たちも限定されるということです。また、今回、しみさぽ出張所ということで、

予算的には非常に少ないけれども、人海戦術で、逆に地域の中のイベント、まちのイ

ベントにどんどん出ていこうということですので、市民活動サポートセンターの存在

や市民活動をされている方たちの状況をお伝えできるというのは広がっていくという

ふうに考えています。  
○三浦委員 時間が超えているのですけれども、１点だけ、僕もここに委員として来

ているのですが、自分がここで何をやっているのかというのが実はまだよくわからな

いのです。それで、できれば、２年間であなたたちには何をしてほしいのか、もうち

ょっとわかるようなものが欲しいなと思っているのです。どこを基準にして企画提案

をしたらいいのかというあたりがどうもよくわからないのです。  
○杉岡座長 それでは、次回、それらしいものを用意していただくようにお願いした

いと思います。  
○宇野委員 私も三浦さんと同意見です。きょうスケジュールが出ると言ったのはこ

ういうものではなかったので、先ほど言ってくださったみたいな流れだったり、一方

で事業のことを具体的に見ながら、大枠の柱が見えてきたところで、それ以外のこと

をもっとできるのではないか、やろうよというようなことを足して柱の骨組みを太く

していくとか、何か方向が見えないのです。先月も言ったかもしれませんけれども、

２時間言いたい放題言って、要望を言って帰っていいのかなと今日も思います。  
○嶋委員 ここで話したことが、職員の方の組み立てのどこに、どういうふうに役に

立っているかが具体的にはっきり見えないと、ここで私たちは何をしていいのかとい

うことになるのだと思うのです。ですから、ここに集まって、議題に沿って発言する

ことはそれでいいのだと思うので、それを制限される必要は逆にないと思うのですけ

れども、それがどのように生かされたか、先ほど言ったように、資料だったり、次の

提案に中に出てくれば私たちは意見の言いようがあるのだと思うのです。  
○宇野委員 三浦委員が、前回に話したことときょうの資料のつながりがまだわから

ないとおっしゃっていましたが、確かにそうかなと私も思いました。  
○澤出委員 ただ、出してきた事業に、今まで私たちが出した視点とか考え方を入れ
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られないこともないと思うのです。４月はすぐなので、できるだけ集約して、私たち

がこうやった方がいいのではないかというものを、決められたものにちょっと足して

広げていくしかないのかなと私は考えていたのです。初めてのことですし、また次年

度にそれをやってみてよかったなとなるのかなと思ってはいたのです。一遍に変わる

ということは多分できないだろうとは思っていました。  
○杉岡座長 私は、事前打ち合わせをしている立場として、皆さんのご批判を謙虚に

受けとめたいと思います。次回どうやって打ち合わせしたらいいのか、いまいちよく

わからないのですけれども、私は、とりあえず言いたいことを言う人ばかりなので、

だめなものはだめになるのではないかと割り切りまして、余り個人的な注文はつけて

おりません。  
ただ、ここで何をどういうふうに決めることができるかというと、それは余りないの

ですね。だから、いろいろな意見を参考にさせていただき、後でうまく決めるという

ことになっているので、決まった後でどんなふうになったかをお聞きすると、私たち

はどこにつながっていたのかがわかると。最後にならないとわからないようになって

いるものですから、そういうものでないかと私は思っていました。  
○坂井委員 事前の検討は必要なのだけれども、それをやっていると、我々もあと３

回しかないわけで、何もしないで終わってしまうみたいな気持ちがあるので、その辺

のことをうまく調整をとりながらと。  
○杉岡座長 とにかく、活動協会として高い評価を得られるようなことに私たちが貢

献したいなという立場ですので、決して、足を引っ張るとか、何か評判を落とすよう

なことでなく、皆さんは強力な支援団体ということで受けとめていただければと思い

ます。  
○宇野委員 例えば事務ブースについても、３年間いろいろなところが借りているの

だろうなくらいで、私は、この施設が建ってからどこが入っているのかずっと知らな

かったのです。ところが、ホームページを見ていたら、いろいろな資料が出てきた中

で、借りた団体名はホームページに出すかもしれないみたいな一文があったのですね。

なのに、ホームページのどこをクリックしても、借りている団体が一度も見えていな

い。先ほど座長がおっしゃったように、行政が運営するよりやっぱりよかったねと、

これに関するホームページを充実するということで、嶋さんがさっき言ったように、

これがずっとつながる、そういうページづくりとか情報のつながりをしましょうと言

い続けると、札幌市に気にしないで動きやすいというふうになっていった方がいいの

ですね。一応、お伺いして、また検討して、市にお伺いして、またと言ったら、さっ

き座長が言ったように、指定管理者制度のよさがどこにも出てこないという感じがす

るのです。  
○横江委員 協会さんは、どういうふうに指定管理者でやっているのか僕はわからな
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いのですけれども、指定管理者になったということは、ある種、こういった協議会で

言われたことを反映しなくてもいいのですね。それは指定管理者の権利です。自分た

ちで勝手に決めればいい。ただし、すばらしいのはこういう協議会を持っているとい

うことですから、その意見を酌み取って反映させようとしているという姿勢の中で、

市に対しても評価はかなり高いと思うのです。うちの協会はやっているよと。  
 これが必要だったのは、町内会の連合会とか何かが地区センターなどを運営すると

きの運営主体になっていて、その意見を反映して事業者がやらなければいけない。と

いうことは、そういうものを組織してやらざるを得ないのですけれども、指定管理者

の場合は、確か独自でできるはずです。だけど、こういう会を設けてしっかりやって

いるということは、そこまでやるのかということで、逆にすばらしいのかなと僕は思

っていたのです。  
○杉岡座長 だんだん危ない話になりますね。泥沼に入りそうな気がします。  
 あと、大築さんに閉めていただきたいと思います。  
○事務局（大築館長） 私ども指定管理者として札幌市内で多くの施設を運営させて

いただいておりますが、これだけばらけた範囲の仕事をしている指定管理者はいない

のではないかと、我々自信を持って仕事をさせていただいております。特に子どもの

教育のための環境整備から、男女共同参画の推進と、今まさに社会の注目の部分の仕

事をさせていただいております。その中で、しみさぽ出張所というのは、皆さんから

いろいろな意見をいただきまして、特に経費の少ない中で、市民活動あるいは環境保

全について一生懸命やっている皆さんの活動ぶりや啓蒙部分をどうやって発信するの

かというのは、まさにしみさぽ出張所なのです。私どもで、５月より青年中心の街づ

くり実行委員会を立ち上げて大きなイベントをやっています。そのメンバーは我々が

つくり上げたボランティアですけれども、札幌の街を活性化しようということで１年

間通していろいろな事業を考えてやっていただいております。その中の「だいどんで

ん」という札幌の三越前から薄野までの歩行者天国で、９月の第１土曜・日曜にかけ

て大きなイベントがありますが、ここには２日間で何と５万人の市民が来ます。  
先ほど岡本が言っていましたが、そこへ出向いていって、いろいろな皆さんのＰＲを

したり、コーナー的なものでＰＲすることで皆さんの活動を我々が援助できるのかな

と。また、座長が先ほど言っていましたように、我々の機能を最大限に生かして、仕

事をさせていただきたいと思っています。  
 本日、皆さんのいろいろなアイデアやご意見をいただきました。横江委員が、指定

管理者なのだから勝手にやってもいいのだよということもあるのですけれども、それ

は半分にして、少数の職員ではありますが、皆さんの意見やアイデアを聞きながら、

有効的に仕事をしていきたいと思っております。  
 予算的には、非常に厳しいと言いながらも、皆さんの協力が我々には非常にありが
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たいと思っています。この公共４施設が一つの利便性だけでなく目的を達成するため

に、我々は効果的な活動をしていかなければならないと思っています。これからも、

皆様の力強いご協力とご意見をいただくようにお願いしまして、お礼の言葉とさせて

いただきます。  
 本日は、どうもありがとうございました。  
 

４．閉  会  
○事務局（志賀） それでは、長い間ありがとうございました。  
 ちょっと時間も過ぎていますけれども、最後に館長の方からまとめていただきまし

た。  
 次回は５月の予定でございます。そのときには、決定したものと、もう既に始まっ

ているものもあるかもしれませんが、またご報告できると思いますので、よろしくお

願いいたします。  
 本日は、昼間に大分雪が降ったりして、足元の悪い中、また寒い中、本当にありが

とうございました。  
 本日は、これで終わりにしたいと思います。  
 ありがとうございました。  
                                以  上  


